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調 査 報 告 
 
変貌する社会の中の農村家族 
























































氏の記憶では、彼の幼少時、E 村には様々な姓からなる約 70 世帯の人びとが、農業を生業として
暮らしていた。 
 当時、C 氏の家族は、祖父・祖母・父・母・叔父（未婚）2 人・C 氏の 7 人家族であり、後にこ































































 1968 年の春、国民学校を卒業したC 氏は、D 郡の「邑内」にある中学校に進学した。C 氏の記
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 B村でC氏一家が居を構えたのは、村の入り口から村の中心部に向かう途中、5軒あまりの家が
集まって立っている中の一軒だ。大邱に転出するという人から約15万ウォンで買ったその家は、「解
放」（1945 年 8 月 15 日の日本統治からの解放）から間もない時期に建てられた瓦屋根の作りで、
土壁で囲まれた屋敷地の中に、母屋・納屋・小さな小屋の3棟があった。一家がB村に移住して来
た当時、家にいたのは祖母・父・母・C 氏・弟 3 人で、しばらくして末弟が生まれた。2 人の叔父
はまだ所帯を持っていなかったが、1 人は晋州市の工場かどこかで仕事をしており、もう 1 人は軍
人としてベトナムに行っていた。 
 転居が学期末にあたったため、C氏は当初、バスで慶尚南道D郡の中学校まで通わなければなら
なかったが、2 年生になる 1969 年の春から、高霊邑にある中学校に転校した。そして、2 年後の
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 1981 年 11 月。C 氏は、嫁を貰えとの父母の言葉に従って何度か見合いをした末に、4 歳年下の
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 B 村の他の村人たちと同様、C 氏も、特に 1980 年代以降になって、自分たちの暮らしが確実に
良くなってきていることを実感するようになっていた。C氏を含むB村の住民たちの説明によれば、
朴正煕大統領の 1960 年代・70 年代に「ポリコゲ보릿고개」（春窮期）が根絶され、人びとが「食
べられるようになった」のに続き、全斗煥大統領の1980年代になって、「確実に暮らしぶりがよく
なった」、「（生活の厳しさが）和らいだ」。1980年代は、光州民主化運動（1980年）や6.29民主化


































                                                                                                                                                  
と考える仕事を含んでいるのに対し、イチゴ農業は、村人たちが「女がする仕事」と考える、座っ
たり屈んだりしたまま行う細々とした手間の掛かる仕事がとにかく多い。イチゴを収穫する時期を

















































びに来た自家用車のドライバーたちだった。それに目をつけた C 氏たち B 村の 5 軒のイチゴ農家
は、1992年から週末ごとに国道脇でイチゴの直販を開始した。結果は大成功で、パラソルを立てて
待っているだけで車が列を作って待つほどで、多い日は 1 日に 50～60 万ウォンもの売り上げがあ
った。今ではA面管内のどこでも見られる道路沿いでのイチゴ直販だが、このときC氏たちが始め
たのが最初だった。しかし間もなく88高速道路の高霊 ICの前などにイチゴの直売所が林立するよ
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人が行きたいと言うんだからしょうがない」とあきらめた。2005 年 9 月から、長男は 2 年間の兵
役に入っている。 








  (2)⑩および⑪は、A面内の他の村の土地を賃借して耕作しているものである。 












 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
① イチゴ ゴマ イチゴ 
② イチゴ トウガラシ イチゴ 
③ 休 休 休 休 イチゴ苗 休 タマネギ 
④ 休 休 休 休 稲作 休 休 休 
⑤ タマネギ 稲作 タマネギ 
⑥ タマネギ 稲作 タマネギ 
⑦ タマネギ 休 休 休 タマネギ苗 タマネギ 
⑧ タマネギ 稲作 タマネギ 
⑨ タマネギ 稲作 タマネギ 
⑩ タマネギ 稲作 タマネギ 
⑪ タマネギ 稲作 タマネギ 
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くださったC氏ご一家に負うところが大きい。あらためて、深く感謝申し上げたい。 
